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＜患者様連絡事項＞
・古川　文博様～12/17（日）外出しており、嗜好品を大量に持ち込んでいます。本人より自己管理したいとの訴え聞かれ主治医へ確認した所、肝機能値・血糖値の悪化が見られている事から嗜好品の摂取は採血の結果が分かるまで止めて頂き、スタッフオフィスで管理する様にとの指示がありました。本人一時的に納得されていますが、時間が経つと同内容の強い要求が聞かれ「出来ないんだったらここから出て行く」と間食やアルコール依存症治療プログラムに対する治療の必要性を理解出来ない発言が多く聞かれています。

本日、主治医よりアルコール依存症治療プログラムの継続と生活習慣についての治療の必要性を説明していますが、本人理解出来ない事から御家族様へ今までの経緯を説明し、今後の方向性について検討する様電話連絡しています。準夜勤務帯にて御家族様から連絡があり、現時点では本人へ治療を継続して欲しいという希望が聞かれています。12/20（水）に御家族様が来院されるとの情報がありましたので、主治医へ情報提供し今後の方向性について確認して下さい。

・小笠原　禮子様～ＰＬ（総合感冒薬）　3P　3×1　3日分→臨時処方

本人より鼻水・鼻詰り等の訴えあり、風邪症状ある事から本日より臨時処方となっています。手洗い・うがいを促し、風邪症状の有無について確認と観察を行っていきましょう。

・八森　正　様～御家族様より12/31（日）の10：00から1/2（火）の15：30まで正月外泊の希望が聞かれ、主治医より許可を得ています。

＜クリスマス会について＞

・当日の田名部先生の診察は、12/29（木）の午前中に変更し実施します。患者様の説明は行っています。

・当日の服装はクリスマス会誘導・参加スタッフは正装、病棟業務を行うスタッフは制服となります。夕食会からは全スタッフ正装となります。

＜皮膚科診察＞

・佐々木　みね様～デキサメサゾン（副腎ホルモン剤）1T　1×2日分→臨時処方

　　　　　　　　　帯状疱疹に対し継続処方となっています。木曜日に再度診察の指示がありましたので、一番初めに診察して下さい。入浴については許可が出ています。

・平　勝利　様～タベジール（抗ヒスタミン剤）2T　2×（朝・夕）7日分

　　　　　　　　全身の急性湿疹見られている為、継続処方となっています。引き続き皮膚状態の観察と確認を行っていきましょう。

・清水　進　様～タベジール（抗ヒスタミン剤）2T　2×（朝・夕）7日分

　　　　　　　　全身の急性湿疹見られている為、継続処方となっています。引き続き皮膚状態の観察と確認を行っていきましょう。

・春本　司郎様～タベジール（抗ヒスタミン剤）2T　2×（朝・夕）7日分

　　　　　　　　全身の急性湿疹見られている為、継続処方となっています。引き続き皮膚状態の観察と確認を行っていきましょう。

・古川　文博様～テラコートリル（副腎皮質ホルモン剤）→止め

　　　　　　　　タベジール（抗ヒスタミン剤）2T　2×（朝・夕）7日分→継続処方

　　　　　　　　両下腿の急性湿疹が継続して見られ、抗ヒスタミンが継続処方となっています。引き続き皮膚状態の観察と確認を行っていきましょう。

・晴山　長司様～顔面の急性湿疹軽減傾向である事から、本日タベジール（抗ヒスタミン剤）が止めとなっています。

・石切　久　様～全身の急性湿疹軽減傾向である事から、本日タベジール（抗ヒスタミン剤）が止めとなっています。

＜転入患者様情報＞

佐々木　浩志様（24）アルコール依存症　任意入院　担当：安ヶ平Dr　担当Ns：東Ns

当院入院回数・・1回目　

平成18年11月11日当院受診し東病棟Aユニットへ入院。入院時、酒臭、発熱見られているが、その後離脱症状や興奮、幻覚などみられず経過。11月17日東病棟Dユニットへ移動し、11月27日よりアルコール依存症治療プログラム開始、現在第4週目実施している。アルコール依存症についてネットで調べたから「そんなの知っているよ」と話す事多くまた、断酒意志の乏しさ・治療理解の乏しさがあったとのこと。睡眠薬や鎮痛薬への依存傾向が強く、眠剤に関しては現在の処方内容以上の増薬はしない方針という事。また、身体不調を訴え外出要求が時折聞かれていたということ。本日11:00、療養環境変更の為、主治医指示にて東Dユニットから西Aユニット（51号室）へ転入となっています。
　オリエンテーションの理解良好で,日課もスムーズに出来ています。今後は、スト

レスや不調時の具体的な対処法や、内観、内省を通し周囲への酒害理解に繋がるよう、

アルコール治療に集中し取り組んでいただくよう関わっていきます。

佐々木　修様（41）アルコール依存症　任意入院　担当：田名部Dr　担当Ns：藤原Ns

当院入院回数・・1回目

平成18年11月17日当院受診し東病棟Dユニットへ入院。11月27日よりアルコール依存 治療プログラム第1期開始し、4週目となります。今後、断酒したいと話され今までの振り返りやビデオ、テキストをみて感じた事を振り返ってあり、参加拒否なく継続する事出来ています。同じアルコール依存症の他患者様が干渉する事でイライラ感があるようですが、スタッフに話すよう伝え、傾聴すると「スッキリした」と話し落ち着く事出来ています。
今後は、イライラ等の感情に対する対処法を提示していき、酒害理解と断酒意志の確

立ができるよう、断酒意志を高めれるよう関わっていきます

若松　澄子様（５９）統合失調症　任意入院　担当：田名部先生　担当Ns：鳥谷部Ns

当院入院回数・・4回目

平成１８年１１月６日　スタッフへの暴力行為あり、西Ｂユニット→東Ａユニット

へ転棟となっている。同日より服薬調整し、以降は逸脱・暴力行為は見られず経過。

時折「電気がはしる」と訴えあるが「今はなくなった」と話され疎通良好で交流も

スムーズに出来ている。睡眠について、早朝覚醒あるが再入眠出来ており、確保できていた。１２月１９日　症状鎮静好転化のため、西Ｂユニット２１号室へ転入となる。
　今後は、日常生活面での能力維持・保清の援助のため日常生活支援の導入をし

ていきましょう。また、良好な交流ができるようコミュニケーションをと

り病状の観察をしていきましょう。

＜SST評価・検討＞

・Ａユニット～始めは皆様眠そうな表情しており、ストレッチをして目を覚ましてもらっています。SSTは自分の思いを伝える為や相手の思っている事を聞くために行っており、思いを伝える為には何が必要か考えて頂いています。始めは、「分かっている」と話していた患者様も、最後には「大変なんだな～」と話していました。来週は、短期目標について実践している事をロールプレイして評価してください。

・Ａグループ～ウォーミングアップでは少し体を動かして連想ゲームを行っており、場の雰囲気が和んでいます。ロールプレイでは、皆様控えめですが、一週間を振り返り困った事などを話してもらっています。皆様それぞれ工夫している事を述べています。

・Ｂグループ～蝦夷森　重男様は、自身の発言の場だけは起きていますが、他者が話している際は居眠り見られています。長谷川　陽一様は他者のロールプレイを見て適切に評価されていました。市川　真紀子様は妄想に左右された発言多く聞かれ、自己中心的な言動が目立っています。スタッフ介入し目標について再確認後にアドバイスしています。

・Ｃグループ～晴山　長司様は自主的な発言はありませんが、最後まで参加する事出来ています。ウォーミングアップでは一年を振り返って頂いていますが自主的に発言している方が多かったです。全体的に盛り上がっています。

・Ｄグループ～それぞれ自然に他者へのアドバイスを出したりし、和やかな雰囲気で行っています。八森　正様の水分過剰摂取について他者からもアドバイス聞かれていました。

・Ｅグループ～全体的に静かな雰囲気ですが、春本　司郎様が落ち着き無く他者が話している際にも話し出したりしスタッフ声掛け要しています。松橋　清子様は他者の輪から離れた場所で座っていますがスタッフ促しにて発言しています。西川　和恵様は最後まで落ち着いて参加されています。

